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今日のわれわれの勝利が、政党の勝利ではなく自由の勝利だ というこ

とを祝おう。それは、始まりとともに終わりを象徴しており、変化とと

もに再建を示している。

なぜなら、一と四分の三世紀近くも前にわれわれの先祖が定

めたものと全く同じ厳粛な誓いを、みなさんと全能なる神の

前で私は誓ったばかりであるからだ。

世界は大きく変貌している。人類は、あらゆる形の貧困とあらゆる形の

人間の生命を根絶させる力を手にしたからである。それにもかかわらず、

われわれの祖先がそのために血をながしてきた独立戦争の信念は、いま

だに世界中で論争の的になっている。それは人間の権利は国家が気前よく

くれたものではなく、神の手によって授けられているという信念である。

われわれは今日、その最初の独立戦争の継
承者であることを忘れてはならない。
今、この時、この場所からこの言葉を伝えようではないか、敵味方を

問わずに。たいまつはアメリカの新しい世代にひきつがれたと。その
世代は、今世紀に生まれ、戦争にさらされ、厳しく苦い平
和にきたえられて、われわれの祖先の遺産をほこりに思い、母国でも世界中で

もこの国がいつも守ってきて、今日われわれが守っているこれらの人権が旧態依然と取り消されるようなこと

を目撃したり、認めたりはしない世代である。
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